
• XXあたりXXtの
CO2を排出

消費者活動マップ（イメージ）

資源効率の悪い嗜好食品の大量消費行為は、環境、人・社会、動物
福祉、地域等、多方面への影響を及ぼす

生産 加工 小売

人・
社会
への
影響

環境
への
影響

地域
への
影響

物流 消費
リユース／
リサイクル

廃棄
／回収

人間の生命、
健康、安全へ
の影響

動植物の生態
系への影響

自然環境へ
の影響

人権への影響

貧困、経済格
差への影響

インクルー
ジョンへの影響

動物福祉への影響

地域産業への
影響

地域文化、
社会への影響

•気候変動
•大気汚染
•オゾン層破壊

•海洋汚染
•乱獲

•森林減少
•水不足

•児童労働

•飢餓
•経済不均衡

•障碍者等の
格差拡大

•地域格差の
拡大

•伝統文化消滅
• コミュニティの
消滅

•身体的／精神
的ストレスの
増大

課題（例）

• XXあたりXXtの
水・穀物を消費

水・穀物資源の
過剰消費

• XX人が飢餓に
より死亡

飢餓の拡大

• XX病の発生

品種改良等に
よる病気の拡大

• 飼育場、加工場等での雇用創出
• XXX

地域産業の発展・雇用創出

• ブランド牛化に
よる収入拡大

地域外輸出の
拡大

• 牛を使った郷土
料理の継承

伝統的な食文化
の継承

（牛肉等）
資源効率
の悪い
嗜好食品
の大量
消費

• XXtの化石燃料
を消費

エネルギーの
過剰消費

：プラスの影響

：マイナスの影響

[影響] [課題解決の困難性]

：不可逆性

：不可視性 ：モノの不足

：人の不足 ：カネの不足

：情報の不足

CO2の排出

• XXあたりXXtの
CO2を排出

CO2の排出



プラスチックの
生産から廃棄後までの
流通過程での海洋流出

リサイクル率の低さ

消費者・企業からのマイクロ
プラスチックの直接排出
（一部歯磨き粉の使用／
洋服の洗浄／タイヤの摩耗）

プラスチックの
ライフライクル上の
関連法規制の未整備

プラスチックに
よる海洋汚染

バージン
プラスチック
使用の多さ

バージンプラスチック
の安さ

マイクロプラスチック
の生活排水からの

海洋流出

中国等への廃プラ
輸出への依存と
廃プラ禁輸

プラスチック
リサイクル設備不足

再生プラスチックを
活用する企業の
少なさ

リデュース(削減)の遅れ
（消費者・企業による

プラスチック消費の増加）

マイクロプラスチックに
関する消費者・企業の

認知の低さ

プラスチック代替
素材の未発達

リユース率の低さ

海洋流出したプラス
チックの削減困難性

海洋流出したプラス
チックの回収コスト

の高さ

プラスチックの分解
の所要時間の長さ

熱回収による
リサイクル率補填

（欧米基準では不十分
なリサイクル）

ケミカルリサイクル、
マテリアルリサイク
ルの開発の遅れ

プラの海洋流出
防止への
投資不足

石油資源の
消費増加

プラ関連製品メーカーによる
プラスチック製品の

大量生産
リサイクル効率

の低さ

多様なプラスチック
素材の分別の困難性

プラスチックの
汚れ付着の多さ

ESG投資家の
圧力不足

熱回収への投資集中

リユース品を業者に
提供する個人・法人

の少なさ

リユース業者へのリユース品
提供メリットの低さ

プラスチック
廃棄量の増加

リユース製品の
性能・衛生上の不信感

廃プラスチック問題
への消費者・企業の
関心の低さ

自身のプラスチック
廃棄の影響の不透明性

リユース品の
使用者・使用企業の

少なさ

リユース製品の
性能の不透明性

大気中の
CO2増加

課題マップ：海洋プラスチック汚染
（問）：「官民の努力にも関わらず、

何故プラスチックによる海洋汚染はなくならないか？」
凡
例

：メンタルモデル

プラ海洋流出
の犯人特定の
困難性

プラスチック製
漁具の逸失・投棄

再生プラスチック
の性能・衛生への

不信感

国際比較で
日本のリサイクル率
を高く見せたい

海洋投棄したのが
自分だとはバレないから、
防がなくても良いや

社内食堂で、ストローは
本当は無くてもいいけど
安いし提供しよう

販売後の製品の処理に
関するメーカーの
無責任な姿勢

企業による
一次的マイクロプラス
チック含有製品の生産

リサイクル問題

リデュース問題

マイクロプラス
チック問題

リユース問題

消費者・企業に
よる分別の不徹底

犯人特定の困難問題

海洋流出後の
回収問題

販売後の
自社製品の
追跡困難性

政府による産業政策
としての熱回収推進

リサイクルさえすれば、
プラスチック沢山使っても

大丈夫でしょ？

プラスチック関連法
の制定への政府の
コミットメントのなさ

規制を厳しくしたら、
企業は嫌がるだろうな…

プラスチックを含まない製品
なんて売って無いから、

他に選択肢がないし仕方ない

：要素
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主な施策

Theory of Change（TOC）
海洋プラスチック汚染：①リデュース（発生抑制）の遅れ

企業・自治体・消費
者によるプラスチック
製品の「リデュース
(発生抑制)」活動の
遅れ

企業・自治体・消費
者が、積極的にプラ
スチックの「リデュー
ス」活動を進め、
プラスチックの製造・
使用量が大幅減少

現状 ステークホルダーごとの“アウトカム”（状況・環境・結果）

短期 中期 長期

目指す状態（インパクト）

企
業
・

自
治
体

政
府

消
費
者

投
資
家

プラスチックの製造・販売・使用・廃棄に関するルール
作りや規制の強化

減プラスチック企業への投資
拡大/取り組まない企業への
投資抑制

持続可能性を担保できるプラスチック代替素材の開
発・環境影響低減の取組への助成金増加

企業・自治体が減プ
ラスチックを推進する
経済的メリット上昇

不必要なプラス
チックを使わずに
済む（or再使用で
きる）ライフスタイ
ルへの変化
（マイ〇〇の持参、
個包装不要等）

不必要なプラス
チックを使用しな
い（or再使用でき
る）製品・サービ
ス・サプライチェー
ン増加

持続可能なプラスチック代替
素材開発企業への投資拡大

先進的企業・
自治体による
自主コミットメン
ト促進

全企業・自治体の海洋
プラ当事者意識向上

先進企業・自治体
の海洋プラ問題へ
の当事者意識
向上

• 政府アドボカシー
• 投資家への啓発活動
• 企業・自治体への啓発活動
• 政府、企業、NPO／NGO間
の継続的な対話の場の設置

• プラスチック関連の助成金
及び規制に関するロビイング

• 企業の自主コミットメント促進

• コミットメントベースの企業間
プラットフォームの設置

• 消費者への啓発活動

• 減プラスチックへの取組状況
の指標化（＆ESGインデック
スの評価基準への採用）

• 政府、自治体、企業、投資家
間の継続的な対話の場の
設置

• 消費者への啓発活動

• コミットメントベースの企業間
プラットフォームへの参加を
通じた企業の取組みの推進

• 不必要なプラスチックを使わ
ない製品・サービスのイノ
ベーション促進活動

• 不必要なプラスチックを使わ
ずに済むライフスタイルのブ
ランディング・広報

• 他分野(フードロス等）と

併せた資源循環型経済への
移行推進

施策

 啓発活動
 企業の自主コミットメント
 規制等のロビイング活動
 プラスチック関連のESG

投資の促進
 プラスチック不使用製品・
サービス開発の促進

減プラスチック推進における優先順位（リデュース→

リユース→リサイクルor代替品→熱回収）の明確化

投資家の課題の
現状認識の促進、
当事者意識の向上

消費者の課題の現
状認識の促進、当
事者意識の向上

消費者の減プラ
推進に係る経済的
デメリット縮小

政府による減プ
ラスチックについ
ての政策上の
コミットメント

プラスチックを使わな
い(or再使用できる)

製品へのニーズ拡大

消費者の当事者意識
の行動への落とし込み

Deloitte Tohmatsu Consulting LLC・公益財団法人WWFジャパン作成



主な施策

Theory of Change（TOC）
海洋プラスチック汚染：②リサイクル（再生利用）率の低さ

プラスチック製品の
リサイクル（再生
使用）の遅れ

不必要なプラスチック
使用の大幅削減を共
通のアジェンダとして、
各ステークホルダー
（政府、自治体・回収
業者、企業、消費者
等）が、積極的にプラ
スチックのリサイクル
活動を進め、プラス
チックの国内リサイク
ル率が大幅増加、資
源循環がなされてい
る

現状 ステークホルダーごとの“アウトカム”（状況・環境・結果）

短期 中期 長期

目指す状態（インパクト）

企
業

投資家の課題の
現状認識の促進、
当事者意識の向上

政
府

消
費
者

投
資
家

ケミカル・マテリアルリサイクルの研究開発、
ノウハウ共有、認知拡大のサポート

プラスチックの正しい
分別・洗浄処理の徹底

リサイクル推進企
業への投資増加／
推進が進まない
企業への投資減少

リサイクル推進/ バージンプラ使用抑制のた
めの法規制の整備（罰則措置／助成金等）

企業がリサイクル
を推進する経済的
メリットの上昇

リサイクル事業の
利益増・規模拡大

リサイクル効率の
向上

自
治
体

・
回
収
業
者

廃棄物の処理・
再資源化状況の
追跡可能化（マテリア
ルフローの透明化）

リサイクルしやす
い設計の商品の
製造・販売やサー
ビスの提供増加

リサイクル素材を
用いた商品の
購入機会の拡大

リサイクル素材を
用いた商品の
製造・販売増加
（リサイクル素材の
需要増加）

企業の問題意識
の向上

施策

• 政府アドボカシー
• 投資家への啓発
• 企業・自治体への啓発活動
• 政府、企業、NPO／NGO間
の継続的な対話の場の設置

• ケミカル・マテリアルリサイク
ル推進とバージンプラ使用抑
制の規制に関するロビイング
活動

• 拡大生産者責任に関する
関係者コーディネイト

• 廃棄物の処理・再資源化の
追跡システムの構築

• 企業・消費者への啓発活動

• ケミカル・マテリアルリサイク
ルに関する研究開発

• リサイクルしやすい設計の製
品の開発・ルール形成（標準
規格策定等）

• 拡大生産者責任に関する
関係者の連携推進

• 企業・消費者への啓発活動
（再掲）

• リサイクル素材を用いた
製品・サービスの開発

• リサイクル素材の信頼性

向上のための啓発・ルール
形成活動

• 資源循環可能なシステムの
構築

• リサイクルのみならず、「資
源循環」という概念の浸透

 啓発活動
 企業の自主コミットメント
 規制及び拡大生産者責任
推進等に関するロビイング

 廃棄物の再資源化状況の
追跡システム構築

 リサイクル・資源循環に
関連する研究・開発

ケミカル・マテリアルリサイクル市場拡大に
向けた関係者のコーディネート

リサイクル商品
流通市場の拡大

（リデュース・リ
ユース不可なもの
につき）熱回収を
除いたリサイクル
推進コミットメント

消費者の課題の現
状認識の促進、当
事者意識の向上

消費者のリサイク
ル推進に係る経済
的デメリット縮小

リサイクルしやすい設計の商
品やサービスのニーズの増加
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